
次期「北九州市子ども読書プラン」
の策定に向けて
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国

第四次基本計画 第五次基本計画

第六次学校図書館整備等５か年計画

読書バリアフリー法

北九州市 第２期 子どもの未来をひらく教育プラン 北九州市子どもまんなか教育プラン

市図書館 （仮称）北九州市立図書館
基本計画

子ども
図書館

第３次推進計画 第４次子ども読書活動推進計画 第５次推進計画
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第5次推進計画の検討 策定



第五次 子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画

基本方針

１ 不読率の低減

→ 就学前からの読み聞かせ 探究的な学習活動での活用等

２ 多様な子どもたちの読書機会の確保

→ 障害のある子ども、日本語指導を必要とする子ども等

３ デジタル社会に対応した読書環境の整備

→ 図書館・学校図書館のDX化

４ 子どもの視点に立った読書活動の推進

→ 子どもの意見聴取の機会を確保
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基本理念

「こどもまんなか」で、質の高い教育の実現を

北九州市 こどもまんなか教育プラン

５つのミッション

＜ﾐｯｼｮﾝ１＞全てのこどもにとって「居心地のよい学校」をつくる

＜ﾐｯｼｮﾝ２＞こどもが失敗を恐れず挑戦し、志と人間力を高められる環境をつくる

＜ﾐｯｼｮﾝ３＞誰一人取り残さない学びと、未来を見据えた先端的な学びを進める

＜ﾐｯｼｮﾝ４＞自律的で特色ある学校づくりを進め、教職員のウェルビーイングを

高める

＜ﾐｯｼｮﾝ５＞地域とのつながりの中で、社会全体でこどもを見守り支え、育てる

８月１日成立
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北九州市 こどもまんなか教育プラン

＜ﾐｯｼｮﾝ２＞ こどもが失敗を恐れず挑戦し、志と人間力を高められる
環境をつくる

（４）社会に開かれた教育、学校外の学びや放課後活動の充実を
進める
②市民の学びを支える図書館の機能強化
○ 図書資料の収集・提供やレファレンス等を通じて、市民の学
びや課題解決の支援等を行うとともに、学校とも連携して児童
生徒の読書活動の推進を図ります。
○ 電子書籍の充実などの DXや読書バリアフリーの推進、多世
代の居場所づくりなど多様なニーズに応えるとともに、安全・快
適で誰もが利用しやすい施設の維持に努めます。
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変わる「授業」のスタイル
これまで これから

課題について調べる まとめる

話し合う 説明する

課
題
を
解
決
す
る
学
習
へ
の
支
援
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（仮称）北九州市立図書館基本計画

目指す図書館像（案）

学び、やすらぎ、つながる図書館

主な取組の方針

〇 こどもや若者の読書活動の推進

〇 「やすらぎ」の場づくり

〇 図書館利用者への支援 など

利用のきっかけづくり

安全・安心なづくり

読書・学習活動の場
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◆ 小学1年生にIDを配布
◆ 年度当初 学校にPR告知
◆ 電子申請での登録可能に
するなど
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児童生徒の読書活動について
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「これからの図書館のあり方」に関するアンケート結果より

きっかけづくり
が必要
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読書や貸し借り以外で図書館に求める役割 中高生

□本を読まなくてもふらっと立ち寄り、気がね

なく過ごせる
□暑さ・寒さ・風雨を避けて快適に過ごせる

□家族や友達と一緒に楽しく過ごせる

□グループで交流できる（勉強会やワーク

ショップなど）
□わからない・特にない

□さまざまな世代が楽しくイベントに参加でき
る
□生活や仕事、学習に役立つイベントに参加

できる
□困りごとや調べものの相談に乗ってくれる

「これからの図書館のあり方」に関するアンケート結果より 15



⑴ きっかけづくり

⑵ 読書や学習活動への支援

⑶ やすらぎの場（居場所）づくり

児童生徒等の実態 北九州市立図書館基本計画
こどもまんなか教育プラン 国の第五次基本計画

次期 読書プラン策定に向けて
着目すべき課題

16


